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はじめに

マツカワ は、体長70cm以上にVerasper moseri

なる大型のカレイ類で、低水温でも成長が速く、

市場価値も高いことから、北日本の栽培漁業対象

種として期待されています。北海道におけるマツ

カワ人工種苗の放流は、1987年に日本栽培漁業協

会厚岸事業場（以後日裁協厚岸事業場と記載）に

よって厚岸町で開始され、現在、北海道の日本海

を除く海域で実施されています。また、標識放流

も各地で行われ、再捕結果を基に、放流後の漁獲

される漁具・漁法や年齢、分布・移動、成長など

放流効果やマツカワの生態について明らかにされ

ています。しかし、根室～十勝までの道東海域で

は、厚岸を除いてこれらに関する情報はほとんど

ありませんでした。釧路水産試験場では根室支庁

～十勝支庁の各地でマツカワに関する情報を収集

するため、今年度各地で調査したところ、標識放

流並びに再捕に関する多くの資料の提供を受けま

した。そして、これらの資料をとりまとめ、放流

後の移動や漁獲状況、再捕率などの貴重な結果が

得られました。ここでは、これらの結果の他、こ

れまでの道東海域における種苗放流の取り組み状

況、さらに道東海域におけるマツカワ栽培漁業の

今後の課題についても若干検討したので報告しま

す。

再捕場所は図１に示すような海域に区分し、さ

らに市町村毎にとりまとめました。再捕年齢は、

人工種苗の採卵時期が３～４月となっていること

から、年齢起算日を4月1日とし、10月1日で0.5歳

を加齢しました。したがって、年齢は例えば１歳

魚のうち、4月1日～9月30日、10月1日～3月31日

の期間に再捕されたものをそれぞれ1.0歳、1.5歳

と表わしています。

これまでの種苗放流の状況

道東海域におけるこれまでの種苗放流の実態を

表1に示しました。また、放流場所や再捕場所を

図１に示しました。

十勝海域におけるマツカワの種苗放流は1992年

に広尾町、豊頃町で開始されて以来、1994年を除

いて毎年実施されています。放流魚の年齢は０歳

および１歳ですが、０歳魚が圧倒的に多く、2001
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図１ 道東海域におけるマツカワの放流場所（☆）

及び再捕場所（○）の市町村名所在

１:苫小牧市，２:鵡川町，３:門別町，４:静内町，５:浦河町，
６:様似町，７:えりも町，８:広尾町音調津，９:広尾町，
10:大樹町，11:豊頃町，12:浦幌町，13:音別町，14:白糠町，
15:釧路町，16:釧路町，17:厚岸町，18:浜中町，19:根室市，
20:別海町，21:標津町，22:羅臼町，23:斜里町，24:網走市，
25:湧別町，26:猿払村
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年の放流数は2000年までと比較して急増していま

す。また、広尾町での放流数が最も多く、次いで

豊頃町ですが、1993年に実施された大樹町の放流

数は他の２カ所と比較すると極めて少なくなって

います。

釧路海域では1987年に厚岸町で放流されて以

来、釧路市でも1992年から開始され、 1994年、

2000年を除いて毎年実施されています。放流魚の

年令は０歳および１歳ですが、ここでも０歳魚が

圧倒的に多く、2001年の放流数が2000年までと比

較して急増しています。また、この地域では厚岸

町の放流数が釧路市と比較して極めて多くなって

います。

根室海域では1992年～2000年までは羅臼町で行

われていただけでしたが、2001年には標津町、別

海町でも放流が始まりました。０～２歳魚が放流

されており、ほとんどが０歳魚です。放流数は他

海域と同様に、2001年にそれまでと比較して急増

し、特に別海町では10,000尾を超えています。

標識放流試験と年齢別再捕状況

表２～４に十勝海域、釧路海域（厚岸町放流を

除く 、根室海域におけるこれまでの放流試験の）

状況と再捕結果をそれぞれ示しました。

十勝海域ではこれまで豊頃町、大樹町、広尾町

および広尾町音調津で実施されています。2001年

までに40,925尾が標識放流され、再捕尾数は831

尾です。再捕年齢は0.5～4.5歳の範囲にあります

が、1999年以前に実施された各試験では、再捕の

ほとんどが2.5歳までとなっています。０歳魚、

１歳魚放流にかかわらず、最も多い再捕年齢は

。 、 、1.5歳です 再捕率をみると ０歳魚放流のうち

2.0歳まで再捕の資料があった1992年、1993年は

それぞれ2.4％、3.9％、2.0歳以降の資料しかな

い1996年は1.8％、0.5～3.5歳の再捕がある1997

～1999年の各試験の再捕率は1.3～3.8％でした。

また、1999年までの１歳魚放流における再捕率は

0.8～5.4％の範囲にあり、ほとんどが１％以上と

なっています。なお、0.5歳の再捕数が1992年、

1993年にはそれぞれ22尾、225尾となっていまし

、 （ ）。たが その後はほとんど再捕がありません 表２

表１ 道東海域におけるマツカワの放流状況＊1

函館水試資料(未発表)を一部修正＊1

広尾町と広尾町音調津の合計＊2
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釧路市ではこれまで14,773尾が標識放流されて

いますが、再捕尾数はわずかに22尾です。これま

での全体の再捕状況をみると、再捕年齢は0.5

～3.5歳で、1.5歳が最も多く、次いで1.0歳、

2.5歳が同数となっており、ほとんどがこの年齢

までです。各試験ではすべて０歳魚の放流で、

表２ 十勝海域におけるこれまでのマツカワの標識放流及び再捕状況（2002年3月31日現在）

表３ 釧路海域におけるこれまでのマツカワの標識放流及び再捕状況（厚岸を除く （2002年3月31日現在））

表４ 根室海域におけるこれまでのマツカワの標識放流及び再捕状況（2002年3月31日現在）
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1999年までの各試験の再捕率は０～0.4%の範囲で

す（表3 。）

根室海域での標識放流は2000年まで羅臼町だけ

で行われていましたが、2001年には標津町、別海

町でも実施されました。標識放流数は2000年まで

、 、 、合計3,470尾でしたが 2001年は別海町 標津町

羅臼町でそれぞれ10,000尾、445尾、3,929尾の計

14,374尾放流されました。再捕尾数はこれまで

209尾です。再捕年齢は0.5～3.5歳ですが、再捕

尾数の多かった1999年８月放流群、2000年８月放

流群をみると、両放流群とも2.0歳が最も多く、

次いで1.5歳、2.5歳の順となっており、2.5歳ま

でにほとんどが再捕されています。各放流群の再

捕率は0～15.5％ですが、１歳魚を放流した1999

年8月、10月、2000年8月にはいずれも10％以上と

なっていました。しかし1993～1996年の０歳魚放

流では、０～0.8％と１歳魚放流と比較して極め

て低くなっています（表４ 。）

再捕場所と年齢の関係

図２に放流場所別の年齢と再捕場所の関係を示

しました。広尾町放流群の再捕は3.5歳まで、大

樹町、豊頃町、広尾町の十勝海域における比率が

高く、4.0歳、4.5歳では日高海域における比率が

最も高くなっています。東側の釧路町および釧路

、 、市でそれぞれ1.5歳 3.0歳に再捕がみられますが

その比率は低くなっています。一方西側では日高

海域の各町で1.0歳以降に、胆振海域では1.5歳に

、 、鵡川町や苫小牧市 本州海域では1.5歳に青森県

3.5歳に福島県でそれぞれ再捕がみられます。

豊頃町放流群は東側は浜中町まで、西側は静内

町まで再捕されてます。2.5歳までは十勝海域で

の再捕がほとんどであり、3.0歳になると日高海

域の浦河町における比率が最も高くなっていま

す。

釧路市放流群は0.5歳、1.5歳、2.5歳で釧路市

の比率が最も高なっています。東側の再捕は1.0

、 、 。歳 1.5歳に釧路町 厚岸町でみられるだけです

一方西側では1.5歳に白糠町～豊頃町、2.0歳に豊

頃町～大樹町、2.5歳にえりも町、3.5歳に様似町

と、年齢の増加とともに再捕場所が西側に拡がっ

ています。

羅臼町放流群は各年齢とも羅臼町の比率が最も

高く、比率は低いものの標津町でも1.0～3.0歳の

各年齢で再捕がみられます。また、２歳までの再

捕のほとんどは根室海峡内（羅臼町、標津町、別

海町）です。海峡外の再捕もみられ、太平洋側で

は2.0歳に釧路町の1尾だけですが、オホーツク海

では2.0歳時に斜里町、網走市、湧別町、3.0歳に

は斜里町と宗谷海峡近くの猿払村で再捕されてお

り、太平洋側より再捕例は多くなっています。

年齢と再捕漁具

図３にマツカワが再捕された漁具・漁法を示し

ました。

十勝放流群では、1.5歳、2.5歳、3.5歳時には

桁曳網による比率が多く、1.0歳、2.0歳、3.0歳

では釣りによる比率が最も高なっています。4.0

。 、歳以降は刺網による比率が高なっています また

釣りや定置網、刺網による再捕は各年齢でみられ

ますが、沖合底曳網（以後沖底と記す）でも2.5

歳以降から再捕されています。全体では桁曳網が

過半数を占め、次いで釣り、刺網、定置網、沖底

の順となっています。

釧路市放流群は年齢によって再捕漁具が異な

り、0.5、1.0歳では定置網、1.5歳、2.5歳では桁

曳網、2.0歳では刺網による比率が高くなってい

ます。また、全体では桁曳網の比率が最も高く、

次いで定置網、刺網、釣りの順となっています。

羅臼町放流群では3.0歳まで各年齢とも刺網に

よる比率が過半数を占め、次いで定置網となって

おり、全体でもこの２漁業による比率が高くなっ

ています。
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放流後の分布・移動について

各地域とも放流されたマツカワは1993年以前の

十勝海域を除けば、1.0歳から再捕尾数が多くな

り、十勝海域における放流群は4.5歳まで、釧路

図２ 道東海域各地で放流されたマツカワの再捕年齢と再捕場所の関係縦軸は出現頻度を表す（％）

＊１えりも町で再捕されたうち、襟裳岬東側で再捕されたもの
＊２えりも町で再捕されたうち、襟裳岬西側で再捕されたもの
＊３えりも町で再捕されたうち、襟裳岬東側、西側の区別が不明なもの
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市放流群、羅臼町放流群は3.5歳まで再捕されて

いました。しかし、各海域とも再捕の多くは2.5

歳までです。また、最も多く再捕された年齢は十

勝のほとんどの放流群と釧路市放流群が1.5歳、

羅臼放流群は2.0歳でした(表２～４)。厚岸で放

流されたマツカワは1.0歳から4.5歳まで再捕され

ていますが、最も多い再捕は1.0歳です。したが

って、道東海域では、再捕開始年齢は各地ともほ

ぼ同じですが、再捕されなくなる年齢や主に再捕

される年齢に海域間で相違が見られました。

主な再捕場所は、各地とも2.5歳までは放流場

。 、所およびその周辺町村となっていました しかし

他海域の再捕例もあり、羅臼町放流群は太平洋側

。 、よりオホーツク海側が多くなっていました 一方

太平洋側の釧路市放流群や広尾町放流群はこれま

で厚岸町放流群と同様に東側の再捕例は少なく、

さらに年齢の増加に伴い、西側での再捕比率の増

加や再捕範囲の拡大がみられました。そして、日

高海域は広尾放流群の4.0歳以上における再捕の

中心、また釧路市放流群の3.5歳における唯一の

再捕場所となっていました(図２)。

このようなことから、放流されたマツカワは放

流後、2.5歳までは放流場所およびその周辺に分

布しているようです。しかし、根室海峡の羅臼町

で放流されたものの一部は主にオホーツク海に移

動し、一方、太平洋側の釧路海域や十勝海域で放

流されたものの多くは西側に移動し、3.5歳以上

になると、主に日高海域に分布している可能性が

考えられます。

また、主な再捕年齢や各年齢時の再捕漁具に海

域間の相違がみられましたが（表２、図３ 、こ）

の理由は次のように考えられます。道東海域では

、 、春季および秋季の刺網や定置網は 水深20ｍ以浅

特に10ｍ以浅の設置が多く、釣りは６～８月に防

波堤や砂浜からの投げ釣りで、水深数ｍ以浅で行

われています。桁曳網は秋季10月上旬～11月下旬

におおよそ20ｍ以浅で操業されます。さらに冬季

の刺網、沖底ではそれぞれ水深100～200ｍ、水深

数百メートルとなっています。各地域におけるこ

れらの漁具の時空間的な配置の相違によって、海

域間の再捕年齢や再捕漁具に相違が生じたのかも

しれません。

しかし、道東海域のマツカワもえりも以西海域

のように、春季～秋季には水深20m～砕波帯、冬

季には沖合域100～数百メートルに分布する季節

的な深浅移動を行っている可能性も示唆されま

す。

図３ 道東海域各地で放流されたマツカワの再捕漁具・漁法

十勝海域は1996～2000年放流群，釧路海域及び根室海
域は1992年～2001年放流群の結果を使用した

北水試だより 60 （2003）
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再捕率について

海域間あるいは同一海域でも年や放流時の年齢

によって、再捕率に相違がみられました。ここで

は、０歳魚を放流した羅臼放流群、釧路放流群の

再捕率はすべて１％以下であり、１歳魚放流や十

勝海域と比較して低い値を示したことに注目して

みます。

オホーツク海では水温１℃で放流された年の再

捕率は０％となったということが網走水試から報

告されています。羅臼漁協からは冬期間－1℃の

水温で飼育すると死んでしまうが、０℃では死な

ないこと、２～３℃の水温に直接入れると短時間

で動かなくなるという情報を得ました。また、中

央水試の飼育結果では、マツカワは５℃で摂餌を

中止、６℃で摂餌を開始し、さらに８℃で成長を

停止すると報告されています。放流が開始される

10月以降の各地の沿岸水温をみると、８℃の水温

は紋別市では11月中旬、広尾町、釧路市、羅臼町

では11月下旬、５℃に低下する時期は紋別市では

12月上旬、羅臼町では12月上～中旬、釧路市では

12月中旬、広尾町では12月中～下旬となっていま

す。また春期において６℃に上昇する時期は紋別

市では４月下旬、広尾町、釧路市、羅臼町では５

月中旬となっています。さらに釧路市では２月に

は０℃に近い水温になり、紋別市や羅臼町では１

月～３月に０℃以下の水温になっています(図

４)。

これらから、12月上～中旬に羅臼町や釧路市で

放流されたマツカワ０歳魚は放流直後から成長は

もちろんのこと、摂餌もできない状況にあり、放

流後もその周辺海域に留まるとしたら、春期に水

温が６℃に達するまでの約６ヶ月間摂餌できず、

その間０℃やそれ以下の水温域に生息しているこ

とになります。すなわち12月上旬～中旬に根室海

峡～釧路海域で放流されたマツカワ０歳魚の再捕

率の低さは放流時期が適していなかったことによ

って生じた可能性があります。

また、十勝海域では0.5歳の再捕が1992年、1993

年には多かったものの、1997年以降はほとんどあ

りません。聞き取り調査によると、これはそれま

Spirinchus lanceolatusで放流後直ちにシシャモ

を対象とする桁曳網で再捕されたことから、1997

年以降この漁業の終了後に放流したことによっ

て、放流直後の再捕がなくなったためではないか

ということでした。

、 、 、 、現在 道東海域では 放流技術すなわち いつ

どこに、どんな大きさのマツカワを放流すれば高

い効果が得られるのかということがまだわかって

いません。今後の道東海域における放流技術開発

に向けては、放流時の水温や桁曳網を始め、再捕

の多い漁業の漁期、漁具の配置も考慮すべきであ

ると考えます。

最後に

、 、 、今回 羅臼漁業協同組合 釧路市漁業協同組合

（ 、 、 、十勝管内栽培漁業推進協議会 広尾 大樹 豊頃

浦幌の４町と広尾、大樹、大津の３漁協で構成：

事務局広尾町）の方々の多大な協力をいただき、

放流後の漁獲される年齢や漁具・漁法、分布・移

動、再捕率について検討することができました。

今後は放流技術開発とともに、マツカワを放流し

たことによって、どれだけの漁獲量や漁獲金額が

図４ 各地における沿岸水温の月別変化（資料：昭和養殖

漁場海況観測取りまとめ （昭和46年～平成12年）

沿岸水温北海道栽培漁業振興公社）
道立中央水試事業報告書＊１
羅臼漁協聞き取り＊２

北水試だより 60 （2003）
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あったかという効果を把握することが重要な課題

になってきます。

これらの課題の解明には、マツカワの生理・生

態研究をはじめ、種苗放流や市場調査などを続け

なければならず、多くの労力と広範な知恵の結集

が必要です。このため、釧路水産試験場や各地の

水産技術普及指導所や支庁、市町村や漁協の関係

者が一丸となり、さらに日栽協厚岸事業場、独立

行政法人水産総合研究センター北海道区水産研究

所との連携も密にし、一致団結して道東海域のマ

。ツカワ資源増大に取り組む必要があると思います

（ささき まさよし、かくだ とみお

釧路水試資源増殖部 報文番号B2213）

「海藻のたまご」が商品化されました！
－全国水産加工品総合品質審査会で水産庁長官賞受賞－

北水試だより第53号で「まもなく商品化！」と

してお知らせした、釧路水産試験場で開発した海

藻を用いたイクラ状のゼリー「海藻のたまご （詳」

細は第55号に掲載）が2002年８月、厚岸町の水産

加工会社により商品化され、ついに発売されまし

た。そして、10月に全国水産加工業協同組合連合

会の第13回全国水産加工品総合品質審査会で応募

製品979点の中から農林水産大臣賞３点、水産庁長

官賞５点のうち、水産庁長官賞を受賞しました。

、コンブのイメージを一新したきれいな色や丸い形

プリプリした食感に興味を引かれたそうです。

業務用はホテルや旅館などで使われ、釧路市内

のホテルでは和食レストランで会席料理の椀物に

酢の物として、札幌市内のホテルではフランス料

理のスープに利用されました。この製品には味が

付いていませんので、味付けはシェフの腕の見せ

どころでしょうか。

店舗用は80ｇと150gのサイズがあり、厚岸道の

。駅や札幌市内のスーパーなどで販売されています

こちらは家庭で利用できるように簡単なレシピも

用意されています。ヨーグルトや長いもあえ、厚

。焼き卵に加えたメニューなどが提案されています

評判の方も上々で、トッピングとして手軽に使

えるのが良いとのことで、海藻の新しい利用法と

して注目されています。

「海藻のたまご」を商品化した厚岸町の水産加

工会社はサンマ・イワシの加工を主に行ってきま

したが、近年、魚の消費量の減少により、加工魚

種を増やして少量ずつ作ることにしたため、地元

の厚岸で間引かれるコンブの利用について相談に

来場されました。そこで「海藻のたまご」を紹介

し、イクラ状にするための成型技術や保存性を高

めるための技術、大量生産のための機械の選定な

ど、技術指導を重ね商品化に至りました。

釧路水試で開発した「海藻のたまご」が、さら

に広く利用されることを期待しています。

（釧路水試利用部 宮崎亜希子・辻 浩司）




